
平成 22 年度 第１回学校評議員会報告 

 

長野県須坂園芸高等学校 

 

 

Ⅰ 日 時  平成 22 年 6 月 9日（水） 12 時 30 分～15 時 

 

Ⅱ 場 所  須坂園芸高等学校会議室 他 

 

Ⅲ 日 程 

 

１ 農業クラブ校内研究発表会参観（体育館）   12 時 30 分～13 時 30 分 

  ・評議員の皆様方には生徒のプロジェクト発表会を約 40 分見学し、生徒の様子を見

ていただく。その後評議員会を開催。 

 ２ 評議員会（会議室）             13 時 40 分～15時 

・意見交換 プロジェクト発表での生徒の様子も含め、本校への意見を評議員より

いただく。（学校運営、教育活動全般について） 

 

Ⅳ 内 容 

 

１ 開会 

 

２ 委嘱状交付（学校長） 

 

   平成 22 年度 須坂園芸高等学校評議員の皆様方（敬称略） 

氏 名 役     職 

遠藤秀三郎 遠藤酒造場（株）社長 

藤本富士雄 北信造園組合長 

松井  汪 南横町区長 

宮島 明博 県農業試験場長 

伴野  健 須坂市立東中学校長 

村石 正郎 同窓会長 

上原 勝子 ＰＴＡ副会長 

 

  

 



３ 学校長挨拶 

 

４ 出席者自己紹介  評議員 学校職員 

 

５ 本校の概要と現況説明 

 （１）学校評価 （２）学習状況・教育課程 （３）進路状況 （４）生活状況 

 （５）農場概要 （６）生徒会 （７）ＰＴＡ…それぞれ各主任、担当者が説明 

 

６ 意見交換 

 

【学校評議員の意見】 

＊園芸高校生の服装について、数年前は区民からも苦情があるような状態だったが、現

在は高校生らしい服装でたいへん良い。 

＊自転車の乗り方について、たまに２人乗りを見かけるが事故に注意してほしい。 

＊園芸高校生はあいさつが良い。野菜等の販売もハキハキしていて良い。 

＊高校生にとってケータイが本当に必要なものか、本質的な議論をすべき時ではないか。 

＊プロジェクト発表など、高度な研究をしていて素晴らしい。 

＊造園組合として生徒の研修を受け入れているが、あいさつもしっかりでき評判が良い。 

＊多くの校外研修を行っており、試験場としても生徒の研修を受けいれてもよい。 

＊プロジェクト発表のプレゼンや研究内容は素晴らしい。地元企業として今年度も園芸

高校の生徒を採用したいと考えている。 

＊地元地区として、年配者と生徒の交流会などもっと交流活動ができればよいと思う。

園芸高校と地域の一体化のために何かできることを検討してほしい。 

＊園芸高校では地区 PTA も全地区で行われており、また PTA 交流研修会や研修旅行があ

り、他校に比べてPTA活動が活発であると北信高校PTA連合会の会議で話題になった。 

 

７ 今後の予定について 

第２回評議員会   １１月１９日（金） 収穫祝、生徒との懇談 

第３回評議員会    ２月２４日（木） 年間まとめ 

  

 ８ 閉会 


